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本別町 前⽥農産⾷品合資会社 様
「MAPで⾒ると定量化され、

ばらつきの傾向が⼀⽬瞭然」

当別町 J A北いしかり⻘年部組合 様
「共同購⼊、共同利⽤で組合員同⼠のつながり強化！ 」

りました。」と岡野様、「データの蓄積は始まったばかりです「共同利⽤者座談会」での会話
北海道中川郡本別町に位置する前⽥農産⾷品合資会社様は、
⼩⻨、甜菜、⾖類の⽣産を⾏なっており、同社は⼩⻨の知名
度・付加価値向上と良質で美味しい⼩⻨を消費者へ届けたい
との思いから、⽣産から調製までを⾃家施設で実施し、販売
まで⼿がけている。代表取締役専務の前⽥茂雄様は、「私は
このシステムは収量を上げるためではなく、収量を下げない
理由を発⾒させるモノだと考えています」とこのシステムに
ついて話す。前⽥様はこのシステムのメリットについて、

の部分だけ厚くする薄くするなど臨機応変に対処ができます。
肥料は撒き過ぎてもダメで、バランスが⾮常に重要です。既
存の⼟壌分析と共に、このシステムを使えば、適切な量を適
切な場所に肥料が撒けるところがいいです。」と語る。「前
年のデータを使って、農協などが町村全体で、あなたのとこ
ろは肥料をこれだけ撒いてくださいと指⽰するだけで、町村
全体の収量アップに繋がると思います」と前⽥様はCropSpec
の性能に納得の様⼦。「今まで感覚的に把握していましたが、

「⻘年部視察会が終わって、再度勉強会を募ったら、興味を
持って集まった４件で共同購⼊することに決まりました」と話
すのは当別町のＪＡ北いしかり⻘年部⻑を務める森⽥様。「可
変対応施肥機もあわせて共同購⼊したので、初めての事が多
かった。春先の⼲ばつで茎数の分けつも進まず苦労しましたが
製品収量は⾼い結果となりました。」と組合員の岡野様は１年
を振り返った。また「明らかに肥料は余りました。」という有
澤様 「トレ ド幅が同じなので連携がスム ズでした」とい

りました。」と岡野様、「デ タの蓄積は始まったばかりです
が、地域の⽣産性向上を⻘年部が担っていきたい！」と盛り上
がる。

〜「共同利⽤者座談会」での会話〜

ついて話す。前⽥様はこのシステムのメリットについて、
「今までは感覚的に把握をしていたところが、MAPで⾒ると
定量化されてばらつきの傾向が判るところです。今までは勘
で肥料を撒いていたので、今⽇は20キロ撒こうと決めたら、
絶対に20キロ撒いていました。MAPがあれば元肥、堆肥をこ

の性能に納得の様⼦。「今まで感覚的に把握していましたが、
これからの農業はデータに基づいた細やかな管理が重要に
なってきます。農作物の品質の向上を⽬指すことはもちろん、
今後は⾷の安全と消費者の信頼の確保が求められてきます」
と更なる農作物の付加価値向上に取り組んでいくとの事。

澤様、「トレッド幅が同じなので連携がスムーズでした」とい
う吉尾様、それぞれが作業した感想を語った。普及機関から受
ける施肥指導の基準は、地域の平均的なものである事に対し、
森⽥部⻑は、「メンバーの圃場は地域の境界部に散在していて
地形や気象条件が皆異なるため、基準は⾃分たちで作りたい、
⽣育を数値化したいと思っていました」と話す、そして「この
システムはそれをかなえてくれます」との事。共同購⼊、共同
利⽤の⼤きなメリットはもちろん費⽤⾯であるが、「⾃分だけ
だと追肥回数は限られています、しかし、共同だとお互いの追

【前⽥農産様による成育センシング結果】⽣育のばらつきが均⼀化していく様⼦がわかる

肥作業の情報も得ることができ、組合員同⼠のつながりも深ま

上帯広 河瀬農場 様
「⼩⻨だけでなく、芋にもチャレンジしたい」

「地域の農業改良普及機関の施肥設計をもとにＪＡや技術セ
ンターから施肥指導を受けますが、最近の気象状況が⼤きく
変動するせいなのか、各年で⽅針が変わり、どういう基準で
施肥量を設定していいか地域的にも、⾃⾝でも悩んでいま
す」と、地域での⼩⻨の施肥の難しさを語るのは、上帯広で
⼩⻨、芋を中⼼に作付けを⾏っている河瀬農場の河瀬様。
「ただし施肥量の⽅針が定まれば、あとはシステムが可変施
肥を実践してくれるので、⽣育ばらつきの解消、倒伏の抑⽌

につながります。」とのお話。「2012年、2013年と
CropSpecを使⽤し、ばらつきの軽減および⽣育不良箇所の底
上げの効果を実感しました。」とのご感想。⼀⽅、芋の作付
けにも注⼒する河瀬様では、「⼩⻨の⽣育から得られた圃場
マップは、翌年の芋の基肥散布に参考になると思われるので、
このシステムを⼩⻨だけでなく、芋にも活⽤していきたいで
す。」と今後の芋への追肥に対するチャレンジ意欲は⼤きい。

オホーツク 株式会社はまほろ 様
「追肥作業の効率化を実現！ 牧草コントラでも試せる！？」

当別町 森本農場 様
「⼩⻨の歩留りが⼤きく向上！

品質が揃い、減肥効果も実感」
可変施肥システムについて、「最初はどの程度作物の状態を
把握できるのか半信半疑でした。しかし、実際使ってみると
本当に凄いものができたなと感じました」と森本様は話す。
「私は勘が良いというか、この地域ではそれなりの実績を上
げています。しかしそれは過去の経験の積み重ねで得たもの
です。これから農業を始める⼈たちにとっては、この経験が
無いことは凄くハンデになります。⼈に伝えられない勘の部
分をこのシステムならカバーできると思います。過去に作物
を育てたことのないような状態が良く判らない新しい畑を開

が180度変わりました。必要な所に必要な量だけ肥料を播くと
いうのは理想的です。それを実現する事は、凄いことだと思
います」と森本様は驚きを隠せない。最後に、「農家の⾼齢
化により、圃場集約が更に進むと思います。農業の効率化は
避けて通れないと考えていますので、今後はこのようなシス
テムが必要になってくると思います」と農業のIT化に向けて森
本様の更なる挑戦は続く。

「可変施肥システムを導⼊した2012年と2013年においては、
明らかに収量や歩留りにおいて効果が感じられました。」と
話すのは、オホーツク地区で⼤規模農業⽣産法⼈として地域
に⼤きく貢献している株式会社はまほろの代表取締役社⻑楢
林様。はまほろ様の⼩⻨圃場数は70にも上り、「圃場ごとの
特性をすべて把握するのは困難で、センサーによる⽣育状況
の把握は⾮常に有効です。」との事。作業⾯においても

ち。」との様⼦。「施肥作業は⾵の弱い時間帯が望ましいの
で、センサーの特性とGNSSによるガイダンスを活かして夜間
の作業を⾏うこともできました。」とご評価いただく。また
センサーの有効な活⽤法として「センシング結果を時系列に
⾒ていくと、登熟期が予測でき、収穫作業の優先付けが⾏え
ます。その結果収穫作業の効率化につながります。圃場の中
でまだ刈れない場所があると作業が後⽇に残ってしまいま

「追肥作業の効率化を実現！ 牧草コントラでも試せる！？」

を育てたことのないような状態が良く判らない新しい畑を開
拓するなど規模を拡⼤する際や、質と量を取る際に威⼒を発
揮するシステムだと思います」と森本様。同農場では肥料の
量が減ったにも関わらず、⼩⻨の収穫量が1割程度増え、⼩⻨
の品質も揃い歩留りが4〜11%向上したという（2012年）。
「今まで朝から晩まで⼀⽣懸命肥料をやってたのに何だった
の？という感じですね。勘を頼りにやっていた今までの概念

「CropSpecにより、ブロードキャスタによる追肥作業の時間
短縮が図られました。CropSpecがなければ、⽬で⽣育状況を
判断しながら、⼿動で可変施肥を⾏う必要があり、システム
を利⽤することで、⽣育度合の⽬視による判断と⼿動による
調節のトータル時間が短縮できました。同時に瞬間、瞬間の
判断と調節による相当の疲労度も軽減されました。」と語り、
「⼈⽬では、しだいに疲れてくると定量にしてしまいが

す」とお考えのよう。さらに⼩⻨以外の作物への利⽤可能性
として牧草への適⽤も視野にはある。「牧草の場合、雑草も
含んだセンシングになるだろうけれども、現⾏の⼤雑把な施
肥よりは良くなると想像します、⽬で⾒て明らかに雑草が多
いところは⼿動も組みあわせて⾏えばよい。コントラやＴＭ
Ｒセンターがあるので畑作より需要多いのでは。」と、この
システムの活⽤範囲が更に広がりそうである。


